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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年8月12日(2010.8.12)

【公開番号】特開2009-10889(P2009-10889A)
【公開日】平成21年1月15日(2009.1.15)
【年通号数】公開・登録公報2009-002
【出願番号】特願2007-172747(P2007-172747)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月29日(2010.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色再現範囲の色を第２の色再現範囲の色に色変換するプロファイル作成方法であ
って、
　前記第１の色再現範囲、前記第２の色再現範囲それぞれついて、複数の色領域に分割す
る色領域分割ステップと、
　前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号を、前記色領域分割ステップに
よって分割した色領域ごとに異なる定義の色空間に変換する領域別色空間変換ステップと
、
　前記領域別色空間変換ステップによって前記第１の色再現範囲が変換された色座標点を
前記領域別色空間変換ステップによって第２の色再現範囲が変換された色座標点に色圧縮
することで前記プロファイルを作成する作成ステップと、
を有することを特徴とするプロファイル作成方法。
【請求項２】
　前記領域別色空間変換ステップは、前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の
信号をＣＩＥＬａｂ、ＣＩＥＬｕｖ、ＣＩＥＣＡＭ０２（ＪＣｈ）、ＨＶＣ（修正マンセ
ル表色系）、ＰＣＣＳ（日本色研配色体系）の色空間のいずれかの色空間の色相に色空間
変換することを特徴とする請求項１記載のプロファイル作成方法。
【請求項３】
　前記領域別色空間変換ステップは、
　イエロー色領域においては、前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号を
ＣＩＥＬａｂの色相に色空間変換し、
　ブルー色領域においては、前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号をＣ
ＩＥＬｕｖの色相に色空間変換することを特徴とする請求項１記載のプロファイル作成方
法。
【請求項４】
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　前記領域別色空間変換ステップは、全領域において、明度・彩度については同一の定義
の色空間に変換することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のプロファイ
ル作成方法。
【請求項５】
　前記領域別色空間変換ステップは、全領域において、明度・彩度についてはＣＩＥＬａ
ｂ色空間のＬ・Ｃに色空間変換することを特徴とする請求項４記載のプロファイル作成方
法。
【請求項６】
　前記色圧縮する際に、前記第１の色再現範囲の色座標点の色相角を保持し明度・彩度を
圧縮することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のプロファイル作成方法
。
【請求項７】
　第１の色再現範囲の色を第２の色再現範囲の色に色変換するプロファイルを用いた画像
処理装置であって、
　前記第１の色再現範囲、前記第２の色再現範囲それぞれついて、複数の色領域に分割す
る色領域分割手段と、
　前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号を、前記色領域分割手段によっ
て分割した色領域ごとに異なる定義の色空間に変換する領域別色空間変換手段と、
　前記領域別色空間変換ステップによって前記第１の色再現範囲が変換された色座標点を
前記領域別色空間変換ステップによって第２の色再現範囲が変換された色座標点に色圧縮
することでプロファイルを作成する作成手段により作成されたプロファイルを用いて、前
記第１の色再現範囲の色を前記第２の色再現範囲の色に色変換する色変換手段を有するこ
とを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　前記領域別色空間変換手段は、前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号
をＣＩＥＬａｂ、ＣＩＥＬｕｖ、ＣＩＥＣＡＭ０２（ＪＣｈ）、ＨＶＣ（修正マンセル表
色系）、ＰＣＣＳ（日本色研配色体系）の色空間のいずれかの色相に色空間変換すること
を特徴とすることを特徴とする請求項７記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記領域別色空間変換手段は、
　イエロー色領域においては、前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号を
ＣＩＥＬａｂの色相に色空間変換し、
　ブルー色領域においては、前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号をＣ
ＩＥＬｕｖの色相に色空間変換することを特徴とする請求項７記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記領域別色空間変換手段は、全領域において、明度・彩度については同一の定義の色
空間に変換することを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記領域別色空間変換手段は、全領域において、明度・彩度についてはＣＩＥＬａｂ色
空間のＬ・Ｃに色空間変換することを特徴とする請求項１０記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記色圧縮する際に、前記第１の色再現範囲の色座標点の色相角を保持し明度・彩度を
圧縮することを特徴とする請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記目的を達成するために本発明は以下の構成を有する。
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　第１の色再現範囲の色を第２の色再現範囲の色に色変換するプロファイル作成方法であ
って、
　前記第１の色再現範囲、前記第２の色再現範囲それぞれついて、複数の色領域に分割す
る色領域分割ステップと、
　前記第１の色再現範囲ならびに第２の色再現範囲の信号を、前記色領域分割ステップに
よって分割した色領域ごとに異なる定義の色空間に変換する領域別色空間変換ステップと
、
　前記領域別色空間変換ステップによって前記第１の色再現範囲が変換された色座標点を
前記領域別色空間変換ステップによって第２の色再現範囲が変換された色座標点に色圧縮
することで前記プロファイルを作成する作成ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　入力色空間の全てのグリッド点のガマット圧縮後の色座標を格納し終えていなければ、
Ｓ１２１０にもどり処理を繰り返す。格納し終えていれば、処理を終了する。入力色空間
の全てのグリッドに対するガマット圧縮後の色座標をインクジェェトプリンタ（デバイス
）に依存した色空間に対応づけることで、プロファイルを作成できる。詳細には、インク
ジェットプリンタによりインクジェットプリンタで再現できる色域に応じたデバイスカラ
ー群に応じたパッチ群を形成し、このパッチを分光光度計で読み取る。分光光度計で読み
取られたＣＩＥ－ＸＹＺをＬａｂに変換した値とデバイスカラー群の対応が得られる。こ
の対応を用いて、ガマット圧縮後の色座標とデバイスカラーの対応をつけることで、入力
色空間の全てのグリッドに対するガマット圧縮後の色座標をインクジェットプリンタ（デ
バイス）に依存した色空間に対応づけたプロファイルを作成できる。
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